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概要

The author manages a website named �Let�s make a GeoGebra material in

Japanese�(GeoGebra で日本語教材を作ろう). Recently the author moved the cite

into a new web server and developed a new system to manage this cite using a

database by MySql. Here we report the new website and the system.

1 はじめに

数年前からGeoGebra で日本語教材をというウェブサイトを運営している [\mathrm{i}] 。最近、

このウェブサイトの構成を大きく変更したので報告する。このウェブサイトは 「高校の

単元別に整理された」 「日本語による」 というコンセプトのもとにGeoGebra教材を数

多く紹介し、高等学校や塾といった現場で GeoGebra を使ってもらえるように促すこと

を目標としている.この目標は現在でも変わらない。ウェブサイトを開設した2012年
当初は無料 wiki サイトを利用していたが,商用広告がウェブサイトに現れることが不適
切であった.また、項目数が100を超えたあたりから,項目を増やす作業がだんだんと

負担になっていた。この状況を改善するために,MySql によるデータベースをベースと

する構造に改編した。

2 更新されたサイト

ウェブサイトはシンプルな作りになっている (図1). 2015年11月に自分でレンタル

サーバーを借りて、そこにーから手作りで作成した。しかし,HTML ベースで拡張する

作業が思いのほか負担が多いことが分かったことから,2016年5月にデータベースを用
いたウェブサイトへと移行した.

ホームページには高校の数学の単元の‐‐覧があり (図2) , その一覧からGeoGebraに

よる教材の羅列されているページへとリンクが張られている.GeoGebra教材のリスト

の各項目には,小アイコン,概要,GeoGebraファイル,GeoGebraTubeへのリンク,作
成者といった情報が載っている (選3). 単元の内容から簡単に関連教材を検索できるよ
うになっている.
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2016年12月現在は約170のGeoGebra 教材が置かれている.阿原研究室作成の教材

以外にも,投稿者による教材も同じようにサイトに掲載している.

このサイトを構築するために必要な知識はHTML, PHP, MySqlであり,システム自
体は情報系の学科のプログラミング演習の課題のようなプログラムでしかない.しかし,
こういったものでも外注すると高額な代金がかかることからすべて自作することを決断

した.システムとしては幼稚な出来栄えだが、このウェブサイトの場合教材が見やすく

並んでいれば十分であり高度な機能を必要としないので,自作システムで十分であると

判断した。

3 教材例

この章では,阿原研で作成した教材の例を一つ紹介する.[2] を参照のこと.数学2の

「領域」 の単元から,1次不等式を学習する場面から教材を作成した.図4左が初期画面
である.左上には問題となる不等式が表示される.この不等式の係数は乱数を使用して

開くたびごとに異なる問題が出題されるようになっている.

学習者は赤い大きな点を自由に動かすことが許されている.この 「大きな点は自由に

動かせる」 という約束は阿原研作成の教材に共通のしくみで,この教材においては赤い
大きな点を動かすことによって,領域の境界線を正しく与えることが学習者にとって自
然に受け取れるようになっている.また,領域が直線のどちら側を表すかを切り替える
ことができるボタンがある.

学習者が大きな点を動かして境界線の直線と領域を正しく与えると画面には 「正解」

の文字が現れる (図4右). この教材で工夫されている箇所は二つある.ひとつは,二つ

の大きな点を動かせる範囲が限定されており, \mathrm{y} 軸を境として左右に一つずつ点がある

ような範囲でしか点を動かせないようになっている点である.もう一つの工夫は,境界

となる直線の位置が正しければ,点の位置は自由に選べるという点である.
この例のように,このウェブサイトに掲載される阿原研開発の教材は一つのテーマの

みを扱う小さなものが多い.原知己氏作成の教材も阿原研にはあるが,こちらは規模が
大きくストーリーを含む形態であるため現在はデータベースには加わっていない.どの
ように掲載していくかはこれからの課題である.

4 データベース構築

図5はデータベースに含まれる表の一覧である.10年に一度指導要領の改訂があり,

単元の配置の変更や単元の改廃が見込まれることから,単元の整理にもデータベース表
を用いている.

教材を格納している主となるデータベースは次の項目からなる (図6)。「単元コード」
「GeoGebraTube にアップしたものの \mathrm{U}\mathrm{R}\mathrm{L} 」 「アイコンファイ)レ」 \text{「_{}\mathrm{g}\mathrm{g}\mathrm{b}} (GeoGebra 専用
の ) ファイル」 「製作者データ」 各ページのリスト(図3) では、関係する単元のものの

みを表の中からピックアップして,縦に並べて表示するようなプログラムになっている。
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ggb ファイ)レについてはGeoGebraTube からダウンロードが可能だが、GeoGebraTube

サーバーがクラッシュしてもggb ファイ)レだけダウンロードできるように、という危機

配慮から,ggb ファイルとアイコンファイルは自分のサーバーに置く仕様にした。

システムとしては 寡 \mathrm{D} を取得すれば、阿原研究室以外の人でも教材を簡単にアップで

きる」 というようなウェブサイトの仕組みにすることが良いように思われる.プログラ

ムの技術的には問題なくそのようにできるが現状ではそうしてしない。そうしていない

強い理由があるわけではないが,最低限の質保証を行いたいというのがその理由である.

5 結論

現在のシステムになって以降,データベースに新しい教材を登録しさえすれば、あと
はプログラムが適切に各ページをバージョンアップしてくれる仕組みになったことから、

教材の追加が格段に楽になった。ともかく、GeoGebraによる日本語教材の実例がたく

さん引用できる、というだけでも一定の存在価値があるようで,GeoGebra を広める役

割を果たしているようだ。このウェブサイトの存在価値や使い勝手に関する,教員のア

ンケート調査を行っていきたい.「教材がたくさんあること」 「すべての単元を網羅して

いること」 がこのサイトの存在意義であると考えているので、教材の追加が容易になっ

たことにより目標に少し近づいたと言うことができる。
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図1: ウェブサイトのホームページ
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図2: ホームページにある単元一覧
(実際には数学 I, 数学垣,数学 IⅡの下に数学 \mathrm{A}

, 数学 \mathrm{B} がある.)

直線上の点

内分 外分の関係を学ひましょう。

1
ゐc |はのけねをロ ロに \leftrightarrow\cdot \mathrm{M}* $\dagger$ 6GGBファイ」 \mathrm{b}

\displaystyle \frac{\{t1**-\cdot\infty-\ovalbox{\tt\small REJECT}^{u\mathrm{r}\text{畳こ},.\mathrm{J}\cdot*.' \mathrm{V}6}}{1}
制作:明治大学阿原研究室

外分の計算を学びましょう。

\mathrm{G}\mathrm{G}\mathrm{B}\infty_{-}イ\lrcorner \mathrm{V}-- \mathrm{A}[-.\{]_{1}\mathrm{B}[1)
を3.4に外分した点は

図3: 教材が配置されている様子

図4: 教材の例 (1次不等式の表す領域)
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図5: データベースの表一覧
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図6: データベースのデータの一部
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